
 

大型トラック及びバスのエンジンにおいて、エンジンオイルの交換時期の設定が不適切なため、使用条件
が厳しい場合、設定期間より早くエンジンオイルが劣化することがある。そのため、そのままの状態で使用
を続けると、オイルミストセパレータにスラッジ（燃焼で発生する煤やオイル中の劣化物）が堆積して、
目詰まりを起こし、クランクケースの内圧が上昇、エンジンオイルが吸気系に流入して、最悪の場合、意図
せずエンジン回転が上昇し、エンジンが破損するおそれがある。 

改 善 箇 所 説 明 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善措置の内容 

全車両、クランクケースの内圧を測定し、オイルミストセパレータに目詰まりが生じていると判断される

ものは、新品のオイルミストセパレータに交換するとともに、エンジンオイルとオイルフィルターを交換

する。また、使用条件が厳しい（シビアコンディション）と判断された場合についてもエンジンオイルと

オイルフィルターを交換する。さらに、エンジン制御プログラムに対策プログラム（オイル量減少時の

検知性向上とエンジン過回転防止）を追加する。 

また、適切なエンジンオイルメンテナンスの励行を喚起するステッカーを貼付し、シビアコンディション

の条件を明記したリーフレットを配布する。 

基準不適合発生箇所 

オイルミストセパレータ 

（CCV バルブ：クローズド・クランクケース 

・ベンチレーション・バルブ） 車両前方 

注  ：    は、計測結果により交換する部品を示す。 

識別 ：作業完了車には、所定の位置に「HD218」の文字が記載された白黄色のシールを貼付ける。 

トラック：助手席リヤドアピラーストライカー付近 

バス  ：車両左後方点検リッド裏 


